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①内分泌撹乱物質の何が問題なのか？ 

高等動物への影響は？ 中枢神経系への作用は？ よくわかっていないのが現状 

②動物種差の外挿データが最初に必要 

動物の種差を考慮した解析の重要性  比較生物学的解析手法 

③メカニズム解析のための培養系の利用 

in vitro 研究の有用性 

④動物モデルとしてのラットの有用性 

毒性学分野で基礎情報が最も多い  扱いやすい  容易に入手可能 

⑤霊長類での影響評価 

とは言っても、ヒトへの外挿を考えると霊長類を用いた研究が不可欠 

 

 

 

 

 

高等動物における内分泌撹乱物質の神経系への影響評価システム

初代培養神経系細胞
ES細胞を用いた解析

行動学的評価

電気生理学的解析

妊娠：化学物質代謝の基礎データ
胎仔：脳の分化・発育の基礎データラット

カニクイザル

チンパンジー

ヒトへの外挿

病理学的評価

  


